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東
京
環
状
道
路
有
識
者
委
員
会

国
と
東
京
都　
へ　「
最
終
提
言
」　

後
の
方
向
性
に　
つ　
い　
て

・　
本　
委　
員　
会　
の　
果　
た　
し　
た　

役
割

以
上
の　
4

項
目
と　
「
第

一
次
提
言
の　
ポ
イ　
ン　
ト
」　

「
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ
有
無

に
よ
る
違　
い　
」　
な
ど　
の　

「
参
考
資
料
」　
で
構
成
さ

れ
て　
い
ま
す

２
、　
３
、　
４

頁
参
照

。　

行
政
か
ら
概
ね
合
理
的

な
資
料
を
提
供

「　
最　
終　
提　
言　
」　で　
は　
、　「　
こ　

れ　
ま　
で　
の　
P  
I  

の　
評　
価　
の　

ま　
と　
め　
」　で　「　
平　
成　
14
年　
11

月　
ま　
で　
の　
P  
I

プ　
ロ　
セ　
ス　
に　

つ　
い　
て　
は　
、　
総　
じ　
て　
行　
政　

側　
か　
ら　
概　
ね　
合　
理　
的　
な　
資　

料　
提　
供　
が　
な　
さ　
れ　
て　
い　

る
」　
と
評
価
し　
て
い　
ま
す　
。　

沿
線　
へ　
の
影
響
な
ど

地
元
の
不
安
解
消
せ
ず

こ　
れ　
ま　
で　
に　
寄　
せ　
ら　
れ　

た　
意　
見　
に　
つ　
い　
て　
は　
「　
広　

域　
的　
意　
見　
を　
中　
心　
に　
外　
環　

東　
京　
環　
状　
道　
路　
有　
識　
者　

委　
員　
会　（　
以　
下　
、　
有　
識　
者　
委　

員　
会　
）　が　
29
日　
に　
と　
り　
ま　
と　

め　
た　
「　
最　
終　
提　
言　
」　
は　
、　
御　

厨　
委　
員　
長　
よ　
り　
、　
国　
土　
交　

通　
省　
関　
東　
地　
方　
整　
備　
局　
と　

東　
京　
都　
都　
市　
計　
画　
局　
に　
渡　

さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

関　
東　
地　
方　
整　
備　
局　
渡　
辺　

和　
足　
局　
長　
は　
「　
委　
員　
の　
皆　

さ　
ま　
に　
は　
大　
変　
な　
ご　
苦　
労　

を　
お　
掛　
け　
し　
ま　
し　
た　
。　
最　

終　
提　
言　
で　
構　
想　
段　
階　
の　
Ｐ　

Ｉ　
の　
評　
価　
と　
今　
後　
の　
方　
向　

性　
を　
示　
し　
て　
頂　
き　
ま　
し　
た　

が　
、　
こ　
の　
提　
言　
を　
真　
摯　
に　

受　
け　
止　
め　
、　
国　
と　
都　
、　
７　
区　

の　
必　
要　
性　
を　
認　
め　
る　
意　
見　

が　
多　
か　
っ　
た　
が　
、　
環　
境　
悪　

化　
や　
移　
転　
な　
ど　
沿　
線　
地　
域　

へ　
の　
影　
響　
に　
対　
す　
る　
地　
元　

か　
ら　
の　
不　
安　
は　
依　
然　
解　
消　

さ　
れ　
て　
い　
な　
い　
」　
と　
整　
理　

し　
て　
い
ま
す　
。　

I
C
無
し
地
下
案
を

検
討
の
基
本
に

基　
本　
的　
方　
針　
の　
決　
定　
に　

つ　
い　
て　
は　
「　
今　
後　
の　
議　
論　

に　
お　
い　
て　
は　
、　
移　
転　
家　
屋　

数　
を　
出　
来　
る　
限　
り　
少　
な　
く　

し　
て　
、　
地　
元　
住　
民　
へ　
の　
影　

響　
を　
軽　
減　
化　
す　
る　
こ　
と　

が　
、　
最　
も　
重　
要　
視　
す　
べ　
き　

観　
点　
」　
で　
あ　
り　
、　「　
イ　
ン　
タ　

ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
無　
し　
地　
下　
化　

案　
を　
検　
討　
の　
基　
本　
に　
お　
い　

て　
、　
議　
論　
を　
進　
め　
る　
べ　
き　

で
あ
る
。

な　
お　
、　
一　
定　
期　
間　
内　
に　
、　

地　
元　
区　
市　
か　
ら　
の　
明　
確　
な　

要　
請　
が　
な　
さ　
れ　
た　
場　
合　
に　

は　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
設　

置　
を　
盛　
り　
込　
ん　
だ　
案　
も　
検　

討　
出　
来　
る　
よ　
う　
に　
、　
配　
慮　

す　
べ　
き
」　
と　
し　
て　
い　
ま
す　
。　

環
境　
へ　
の
影
響
に

つ　
い
て
さ
ら
に
評
価
を

環
境　
へ　
の
配
慮
に　
つ　
い　

て　
は　
「
沿
道
環
境　
へ　
の
影

響
に　
つ　
い　
て　
は
、　
正
式
な

環
境　
ア　
セ　
ス　
メ　
ン　
ト
手
続

き　
の
段
階
で
」、　「
さ
ら
な

る
評
価
を
行
う　
べ　
き
」　
と　

ＰＩ（パブリック・インボルブメント）

施策の立案や事業の計画・実

施等の過程で、関係する住民、

利用者や国民一般に情報を公

開した上で広く意見を聴取し、

それらを反映する方式。

ＰＩプロセス

道路計画合意形成研究会の提

言の中で示されたもので、「周知」

「意見把握」「公表」「審議」「報

告」のステップから構成される。

●時　　間 9：15～17：30（月～金）
●住　　所 〒158-8580

東京都世田谷区用賀4-5-16ＴＥビル 7階
●TEL&FAX 03-3707-1491（外環専用ダイヤル）
●e - m a i l g a i k a n @ k t r . m l i t . g o . j p
●ホームページ h t t p : / / w w w . k t r . m l i t . g o . j p / g a i k a n

お問い合わせは、下記フリーダイヤル、ファックス、メールなどでお受け致します。

東京外かく環状道路調査事務所へお気軽にお立ち寄りください

東急田園都市線 用賀駅　北口 徒歩1分
東京外かく環状道路調査事務所の入居ビル

フリーダイヤル　　　0120-34-1491（TEL&FAX）
電話受付時間 平日9：15～17：30

東京外かく環状道路
調査事務所

Ｐ　
Ｉ
を
評
価
し
、　
今
後
の
方
向
性
を
示
す

市　
、　
住　
民　
の　
方　
々　
と　
議　
論　

を　
重　
ね　
つ　
つ　
外　
環　
の　
方　
向　

性　
を　
示　
せ　
る　
よ　
う　
努　
め　
ま　

す　
」　
と　
挨　
拶　
し　
ま　
し　
た　
。　

都　
市　
計　
画　
局　
杉　
浦　
浩　
技　

監　
は　
「　
委　
員　
の　
先　
生　
方　
に　

は　
、　
ご　
熱　
心　
に　
ご　
審　
議　
頂　

き　
心　
か　
ら　
御　
礼　
を　
申　
し　
上　

げ　
ま　
す　
。　
こ　
れ　
ま　
で　
の　
行　
政　

「
最
終
提
言
」　
は
、　

・　
外　
環　
に　
お　
け　
る　
P  
I  

の　

経
緯

・　
こ　
れ　
ま　
で　
の　
P  
I  

に　
つ　

い　
て　
の
評
価

・　
配　
慮　
す　
べ　
き　
事　
項　
と　
今　

提言書を手渡す御厨貴委員長（右）。中央は国土交通省関東地方整備局渡辺和足局長、左は東京都都市
計画局杉浦浩技監

「最終提言」は全文をホー

ムページで紹介しています。

印刷した「最終提言」の郵送

をご希望の方は、外環調査事

務所(電話番号等は本ページ

下段)までご連絡下さい。

国　
土　
交　
通　
省　
関　
東　
地　
方　
整　
備　
局　
と　
東　
京　
都　
都　
市　

計　
画　
局　
が　
、　「　
中　
立　
的　
な　
第　
三　
者　
機　
関　
」　
と　
し　
て　
、　
平　

成　
13
年　
12
月　
に　
設　
置　
し　
た　
「　
東　
京　
環　
状　
道　
路　
有　
識　
者　

委　
員　
会　
」　（　
委　
員　
長　
・　
御　
厨　
貴　
政　
策　
研　
究　
大　
学　
院　
大　

学　
教　
授　
）　は　
、　
11
月　
29
日　
に　
開　
催　
さ　
れ　
た　
第　
13
回　
委　

員　
会　
で　
「　
最　
終　
提　
言　
」　
を　
と　
り　
ま　
と　
め　
、　
国　
と　
東　
京　

都
へ
提
言
を
行　
い　
ま
し
た
。　

「　
最　
終　
提　
言　
」　
は　
、　
P  
I  

の　
取　
り　
組　
み　
、　
意　
見　
の　
整　

理　
、　
基　
本　
方　
針　
の　
決　
定　
、　
環　
境　
へ　
の　
配　
慮　
等　
に　
つ　
い　

て
評
価
、　
助
言
し　
て　
い　
ま
す　
。　

し
て　
い
ま
す　
。　

ま　
た　
、　「　
外　
環　
に　
つ　
い　
て　
、　

計　
画　
を　
廃　
止　
す　
る　
選　
択　
肢　

に　
つ　
い　
て　
も　
、　
絶　
え　
ず　
、　
考　

慮　
す　
る　
柔　
軟　
性　
を　
持　
つ　
べ　

き
」　
と
し　
て　
い　
ま
す　
。　

提　
言　
は　
最　
後　
に　
「　
今　
回　

の　
Ｐ　
Ｉ　
プ　
ロ　
セ　
ス　
に　
お　
い　

て　
、　
い　
く　
つ　
か　
の　
留　
意　
点　

は　
あ　
る　
も　
の　
の　
、　
外　
環　
の　

計　
画　
決　
定　
プ　
ロ　
セ　
ス　
に　
大　

き　
な　
改　
善　
が　
見　
ら　
れ　
た　
。　

今　
後　
こ　
の　
経　
験　
が　
さ　
ら　
に　

活　
か　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
を　
委　
員　

会　
と　
し　
て　
は　
期　
待　
し　
た　

い　
」　
と
結
ん　
で　
い　
ま
す　
。　

■
委
員
会
設
置
の
経
緯

道　
路　
事　
業　
を　
含　
め　
た　
公　

共　
事　
業　
全　
般　
に　
つ　
い　
て　
、　

関　
係　
住　
民　
、　
地　
元　
自　
治　
体　

の　
意　
向　
を　
十　
分　
に　
把　
握　
し　

て　
計　
画　
に　
反　
映　
す　
る　
と　
い　

う　
、　
Ｐ　
Ｉ　
（　
パ　
ブ　
リ　
ッ　
ク　
・　

イ　
ン　
ボ　
ル　
ブ　
メ　
ン　
ト　
）　に　
よ

る
合
意
形
成
を
重
視
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す　
。　

し　
か　
し
諸
外
国
に
比　

べ　
、　
我
が
国
で　
は
未
だ
合

意
形
成
の　
方　
法　
等　
が　
確　
立　

さ　
れ　
て　
お
ら
ず
、　
市
民
の　

こ　
の
問
題
に
対
す
る
理
解

も
十
分
と
は
言
え
な　
い
状

況
で
す　
。　

こ　
の　
よ　
う　
な　
背　
景　
の　
も　

と　
国　
土　
交　
通　
省　
道　
路　
局　
で　

は　
、　
学　
識　
経　
験　
者　
か　
ら　
な　

る　
「　
道　
路　
計　
画　
合　
意　
形　
成　

研　
究　
会　
」　（　
座　
長　
＝　
磯　
部　
力　

東　
京　
都　
立　
大　
学　
法　
学　
部　
教　

授　
）　を　
設　
置　
し　
、　
今　
後　
の　
幹　

線　
道　
路　
事　
業　
の　
構　
想　

段　
階　
に　
お　
け　
る　
計　
画　

決　
定　
プ　
ロ　
セ　
ス　
や　
Ｐ　
Ｉ　

の　
内　
容　
等　
に　
つ　
い　
て　
、　

学　
識　
経　
験　
者　
の　
方　
々　

か　
ら　
提　
言　
を　
い　
た　
だ　

き
ま　
し
た　
。　

こ　
の　
提　
言　
を　
踏　
ま　

え　
て　
東　
京　
環　
状　
道　
路　

有　
識　
者　
委　
員　
会　
が　
発　

足
し
ま　
し
た　
。　

東　
京　
環　
状　
道　
路　
有　

識　
者　
委　
員　
会　
の　
目　
的　

は　
、　
東　
京　
外　
か　
く　
環　

状　
道　
路　
（　
関　
越　
道　
〜　
東　
名　

高　
速　
間　
）　の　
計　
画　
に　
お　
い　

て　
、　
Ｐ　
Ｉ　
プ　
ロ　
セ　
ス　
の　
時　
間　

管　
理　
を　
念　
頭　
に　
お　
き　
な　
が　

ら　
、　
手　
続　
き　
の　
透　
明　
性　
、　

客　
観　
性　
、　
公　
正　
さ　
を　
確　
保　

す　
る　
た　
め　
、　
公　
正　
中　
立　
な　

立　
場　
か　
ら　
Ｐ　
Ｉ　
プ　
ロ　
セ　
ス　

に　
つ　
い　
て　
審　
議　
、　
評　
価　
、　
助　

言
す
る　
こ　
と　
で
す　
。　

■
審
議
の
経
緯

有　
識　
者　
委　
員　
会　
は　
平　
成　

13
年　
12
月　
６　
日　
に　
第　
1

回　
会　
合　
を　
開　
催　
し　
て　
以　

来　
、　
13
回　
の　
会　
合　
を　
重　
ね　

■ヒアリングに
ご協力頂いた団体

上石神井商店街振興組合

北野不動産管理研究会

外環道路反対連盟

東京路線トラック協議会

（社）日本自動車連盟（JAF）

西武バス（株）

東京商工会議所

国立環境研究所

草加市

辻水深団地自治会

第13回東京環状道路有識者委員会

の　
取　
り　
組　
み　
に　
つ　
い　
て　
一　

定　
の　
評　
価　
を　
頂　
い　
た　
一　
方　

で　
、　
外　
環　
の　
進　
め　
方　
に　
つ　
い　

て　
は　
厳　
し　
い　
ご　
助　
言　
を　
頂　

き　
ま　
し　
た　
。　
い　
ず　
れ　
も　
真　
摯　

に　
受　
け　
止　
め　
、　
時　
間　
管　
理　

を　
念　
頭　
に　
置　
き　
つ　
つ　
十　
分　

な　
検　
討　
を　
し　
て　
い　
き　
た　
い　
」　

と　
挨　
拶　
し　
ま　
し　
た　
。　

て　
き　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
間　
、　

計　
画　
予　
定　
地　
の　
現　
地　
視　
察　

を　
行　
う　
と　
と　
も　
に　
、　
沿　
線　

住　
民　
、　
沿　
線　
以　
外　
の　
住　
民　
、　

経　
済　
界　
、　
運　
輸　
事　
業　
者　
な　

ど　
幅　
広　
い　
各　
層　
か　
ら　
意　
見　

を
聞
き
ま
し
た
。　

こ　
う　
し　
た　
ヒ　
ア　
リ　
ン　
グ　

と　
資　
料　
に　
基　
づ　
き　
、　
５　
人　

の　
委　
員　
が　
意　
見　
を　
交　
換　
し　

て　
、　
４　
月　
に　
は　「　
第　
一　
次　
提　

言　
」　
を　
行　
い　
ま　
し　
た　
。　
そ　
の　

後　
も　
ヒ　
ア　
リ　
ン　
グ　
を　
行　
い　
、　

議　
論　
を　
深　
め　
て　
「　
最　
終　
提　

言
」　
を
ま
と
め
ま　
し
た　
。　


